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強化繊維および樹脂材料ともに非可食成分の植物由来原料を用いて，実際の機械材料として多

用されているエンプラに匹敵する機械的性質や耐熱性を有する高性能なエンプラ系複合材料を創

製することを目的に，環境に優しい総植物由来原料を用いたエンプラ系複合材料を開発した．具体

的には，マトリックス樹脂材料としてトウゴマ由来のポリアミド（PA1010）を用い，また強化繊維とし

て天然繊維の1種である麻繊維を複合化した天然繊維強化植物由来PA系バイオマス複合材料で

ある．また，これらバイオマス複合材料の高性能化のため，植物由来の熱可塑性エラストマーとの

多成分複合材料化，さらには天然繊維の表面処理や成形加工法を最適化することで，物性だけで

なく，環境性能も向上させた高性能な総植物由来の高分子系複合材料を創製したものである．

マトリックス樹脂や強化繊維などの原材料は全て植物由来原料を用いており，化石燃料（石油・

石炭など）の資源枯渇や地球温暖化などの環境問題を解決するだけでなく，マトリックス樹脂として

非可食植物であるトウゴマ由来のひまし油をベースとした植物由来ポリアミド（PA1010やPA11な

ど）を，また強化繊維として各種麻繊維（ヘンプ麻，ラミー麻，サイザル麻，ジュート麻など）を用いる

ため，食料との需要競合も回避できるため，持続型社会形成のために必要な高い環境性能を有し

ていることである．また，実際の構造部材やトライボマテリアル（機械しゅう動部材）として用いるた

めに必要不可欠な機械的強度や耐熱性も石油由来のエンプラと同等以上の性能を有するだけで

なく，耐摩耗性や限界pv値などの高い摩擦摩耗特性も有することである．

●機械材料 ●構造材料 ●トライボマテリアル（機械しゅう動部材） など
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天然繊維（麻繊維） 総植物由来エンプラ系複合材料
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（非可食）植物由来ポリアミド
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総植物由来原料を用いたエンプラ系複合材料の開発コンセプトとして，工学院大学工学部機械

工学科高分子材料研究室が保有している①材料設計，②成形加工，③形状設計（表面構造付与）

の３つの技術を複合化させて高性能材料の創製を行っている．

開発
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図 多成分化（ポリマーブレンド）による

摩擦摩耗特性の改質

図 引張り強さと耐摩耗性に及ぼす

表面処理の種類の影響
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S1: Alkali treatment + Amino silane
S2: Alkali treatment + Epoxy silane
S3: Alkali treatment + Ureido silane


